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140 胸部領域におけるSuper　FASE の 有用性
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　【圏的】

　 胸部領域 に お けるMRI 検査は motion 飢 ifactや血流によ るartifactな どが多く有用な結架：を得られな い こ とが多

い。今回、我々 は Echo 　T踊 n 　Spaci  （ETS ）を短縮したSuper 　FASE 法を用い 艮好な爾釁が得 られたの で報告す

る。

【方法｝

　　　　　　使用装置　　　東芝製 1．5TMRI装置 ： VISSKr ／EX

　　　　　　使用 コ イル　　体部QD 　Phased　Array　Co且

　 Super　FAS配法を用 い、正常ボランテ ィ アにおいて inversiQn　time （竄 ），R波か らの delay　time，心電図及び呼吸

同期の有無に つ い て撮像条件を種々 に変化させ、呶管とその コ ン トラス トお よび周囲臓器の 描出能につ い て 比較検

討した 。 また、実際．に胸部領域に おける疾患を対象とし臨床応用 を行い評価した 1，

【結果｝

　 LS：PEED 法 で は搬管は白く描出され、正常ボ ラ ンテ ィ ア に お い て R波か らの delay　time を0〜600msecと変化 させ

比較するとdelay　tirneがOmsec で は静脈が優位に 描出され、　 delay　time が 6〔［Omsec で大動脈が同時 に描出された 。

　2．BB 法では正常ボランテ ィ アにお い て 、　T1を 100〜800と変化させ 比較すると心臓内および血管の 血液信号が600
付近で 一・番低下 した e さ らに TIを600msecと【動竃しR波か らの delay　tlmeを0〜800msec まで変化させた場合 、 心臓

の大髫 さ に違い は あるも の の arStfact や ボケ に よる差 はな く、い ずれ の deLay　timeに お い て も血液が十分に抑制さ

れだ画像が得 ら．れた 。 また心
．
電図同期の有無に つ いてはあま り差がな く、呼吸停．止をしな い 場合は アーチフ ァ ク ト

が 出やすくなり呼吸停止を行う事で良好な画像が得 られた 。

　 3．実際の 臨床にお い て は，動きや血流な どによるart正factの ない 画像が短時間で得 られ有用であ っ た、、

【まとめ及び考察 】

　　 Super　FASE 法は、一
回の ス ライス選択パ ル ス で必要な全エ コーを収集する方法である Fast　Advanced　Sp韮n

EchoくFASE｝法をさらに進化させた撮像法で、　 ETS を短縮する事で 従来T2値が短い ために信号を出して い なか っ

た実質部分の 信号が描出され臓器細部の観察が可能となる。

　 こ の Super　FASE 法に より造影剤を使わずに 血管を描出する方法は SPEED 、　FBIと呼ばれ て お り脂肪僊号と静止

して いる実質部の信号をIRパ ルス
．
で抑制し心臓より拍出されたFreshな血液の信号を短時間に3D 撮像を行い 、位相

方向 と周波数方向 を入 れ替 えた 2 組の
’F・一・タを収集し て MP 処理 を行う方法をSPEED （Swap 　Phase　En（：ode

Extended　Data）とい う。

　蹴 ack 　Blood法 （BB 法）とは non −
selective 及び gelective なIRパ 丿Z〆ス をペ ア

．
で preparaUon 　pulse と して使用す る

こ とで血液俗号を撫制する方法である c，BBI法はさ らにもうひとつ の ：［Rパ ．ルス を加えるこ とで脂肪抑制を行う方法

である 。 これらは心電図同期を併用 し適切 なdelay　timeを設定する こ とで心臓の拡張期に含わせ撮像する事が可能

となる。

　運阻 3を短縮 したSuperFASE 法を用い る事で 、 心臓などの動く臓器や血管系の描出能が大幅 に向上 した 。蜜た

SPEED 法 BB法、　 BBI法を使い分ける事によ り血管内の コ ン トラ ス トに変化をつ ける事が司能であっ た 。
　 SPEED

法ではあらかじめ 2D −ECG 　Prep スキ ャ ンを行 い適切な delay　timeを決定してお く事、またB3法及び BBI法では

TIを変化 させ血液信号の null．　polnt を決定してお く事が目的とする血管の描出能向上には重要である 。 臨床で は こ

れ らを考 慮し症例や 目的に合 っ た シーケ ン ス を使用する事が必要不可欠である。

【結謝

　SUperFASE 法は胸部領域に お い て短陦間で診断能の 高い 画像が得 られるため 、臨床的有用性 も極 めて高い こ と

が示唆された。
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